
（様式）

達成度

評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目
自己
評価

外部ア
ンケー
ト等

総合

①情報発信の方法・内容・頻度について保護者や地域の方の８
０％以上から満足を得ている。

・教頭
・進路指導主事
　学年主任
・教育情報係

・渉外部長

・学校全体の行事の様子について、学校だよりを随時発行する。
・進路便りや学年通信は月１回発行する。

・学校生活の様子や外部への情報提等については随時Webページに掲
載する。
・年２回ＰＴＡ新聞を発行し、保護者や関係機関へ配付する。 Ａ Ａ Ａ

・学校行事等に応じて月１回を目安に学校だよりを発
行した。各学年や学校全体の行事の様子を伝えるた
め、画像も使用した。
・進路便りや学年通信を月１回のペースで月末に発行
し、合計１２回ずつ発信することができた。
・学校行事の様子について、担当を割り振ることで随
時Webページの更新を行うことができた。
・年２回のPTA新聞を発行して保護者や関係機関へ配
付することで、本校のPTA活動の内容を伝えることが
できた。

・資料配付は紙とのことだが、スマホアプリ等での配信も検討するとよ
い。タブレットの持ち帰りがなかなか難しいことは、特別支援学校の課
題の一つでもあると思う。

・必要な情報を厳選し、各種便りで生
徒の学校生活の様子を発信する。ま
た、多くの方に向けた発信の方法とし
て、一斉メールやWebページの活用を促
進する。

②学校公開や学校見学会の内容について保護者や地域の方の８
０％以上から満足を得ている。

・かえで祭実行
委員長

・教務主任

・進路指導主事

・令和５年度に新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行した
ことを考慮しつつ、令和６年度と同規模程度に１１月にかえで祭を
開催する。
・中学３年生を対象に、学校見学会や産業科授業体験会等を実施
し、適切な進路選択ができるよう情報を提供する。中学１、２年の
生徒には、希望があれば適宜個別に学校見学を行う。
・５月に５日間（１学年）、６月に５日間（２、３学年）、１０月
に３日間（全学年）の授業公開日を設定して在校生保護者に授業の
様子を見てもらう。
・今後の実習先や進路先開拓のため、ハローワークと連携して、企
業採用担当者学校見学会を実施する。

Ａ Ａ Ａ

・かえで祭では、受付や企画会場入り口にアルコール
除菌スプレー等を設置し、令和５年度、６年度と同規
模程度にかえで祭を開催した。来場者数は昨年度より
増加し、大変盛況で展示や販売について好評だった。
・中学３年生を対象に行った２回の学校見学会と臨時
の学校見学会では、生徒、保護者、教員合わせて１２
１名の参加があった。本校を第一希望の中学３年生を
対象に行った産業科授業体験会と臨時の産業科授業体
験会では、生徒、保護者、教員合わせて６５名の参加
があった。
・2月6日にハローワークと連携して、企業採用担当者
学校見学会を実施した。２５社４０名が参加し、数社
が次年度の新規現場実習先の候補となった。

・全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）のビリクリーニング
で金賞を受賞したことをもっとアピールしてもよいのではないか。企業
採用者担当社学校見学会でデモンストレーションするとよい。

・地域の方々や入学希望者、卒業生な
ど多くの方が来場しやすいかえで祭を
開催する。
・学校見学会や産業科授業体験会につ
いて、来年度も参加者数によって、日
程を別日に設けるなどの対応をした
い。
・企業採用者学校見学会について、来
年度も２０名の参加を目指して新規開
拓を行っていきたい。

③保護者や関係機関との話し合いの方法・内容・頻度につい
て、保護者の８０％以上から満足を得ている。

・担任

・各学年主任

・教務主任
　１学年担任
・教務主任
　3学年担任

・本人及び保護者のニーズを把握するために保護者との個別面談を
実施し、個別の教育支援計画の作成に生かす。また、現場実習の前
後でも個別面談を実施し、実習の評価や反省、今後の課題について
確認する。
・学期に１回程度学年保護者会を実施し、学校やクラスの様子を伝
え情報交換を行う。
・８月に中高連絡協議会を実施し、新入生の入学後の様子を出身中
学校へ伝える。
・新入生への指導支援がスムーズに継続されるよう、中学校の卒業
式後に入学予定者移行連絡会を実施し、中学校と情報交換する。ま
た、３月末には入学予定者の保護者とも個別面談を実施する。

Ａ Ａ Ａ

・適宜、個別面談時に保護者と個別の教育支援計画や
実習について確認することができた。
・学校生活の様子、実習の詳細な情報、学年行事の説
明など様々な事柄を話題にた保護者会を実施すること
ができた。質問等も受け、情報交換も行った。
・８月１日に実施した中高連絡協議会では、１年生の
出身中学校１３校中１２校の参加があり、有意義な情
報交換を行うことができた。

・知的障害の重度から軽度、学国籍増やバイリンガル等、生徒の実態の
幅が広く、先生方も苦労されているのではないか。ポケトークを活用さ
れているとのことだが、通訳の常駐も今後必要になってくるのではない
かと思う。

・１２月の面談週間は進路部と情報交
換しながら日程を決めるとよい。（2・
3年）
・中高連絡協議会を８月１日開催にし
てから参加校が増えたので来年度も８
月１日に開催したい。

④地域住民や地域の学校との交流を通した学びの支援につい
て、地域住民や保護者８０％以上から満足を得ている。

・地域交流係 ・伊勢崎興陽高校との交流では、指導者間の事前打合せを密に行
い、お互いが学び合える交流活動にしていく。
・地域の一員として、境公園の環境美化活動を行う。
・読み聞かせのにじの会との交流では、一緒に季節の歌を歌ったり
紙芝居を楽しんだりして豊かな情操を育む。普通科全学年の生徒が
参加し、年２回実施する。

Ａ Ａ Ａ

・伊勢崎興陽高校との交流は、指導者間の事前打合せ
を綿密に行い、学び合える交流活動となった。
・地域住民との交流を目的としたにじの会の読み聞か
せや、境公園における地域の方々との環境美化活動の
交流では、活動の意義を達成することができた。

・地域の区長として公園の花壇整備や身近な学校周辺の清掃活動等、環
境を整え綺麗にしてもらえるのはとてもありがたい。回覧板で情報を告
知したら、ボランティアで地域の方々が参加して、生徒たちの頑張って
いる姿を知ってもらうことができた。今後も協力していきたい。

・伊勢崎興陽高校、にじの会、地域の
方々との交流を継続して行うにあたり
当該行事の充実はもとより、事前事後
学習にも力を入れより生徒の主体的な
活動となるようにする。

⑤地域の幼・小・中・高等学校等の相談・支援に９０％以上応
じている。

・専門アドバイ
ザー

〇中部エリアの高校を主な対象として、要請に応じて以下について
実施する。
・巡回相談、メールや電話による相談を実施し、生徒理解や指導支
援に関する助言を行う。
・外部専門家派遣や校内支援会議なども活用し、相談にあたる。

Ａ Ａ

・高校の他に中学校からの相談もあり、１００％応じ
ることができた。
・相談への助言の場を、校内支援会議として位置付け
て組織的に取り組んでいただける学校があった。

・他校の相談に１００％応じて、相談にのったり検査を行ったりする
等、忙しいと思うが、今後も取り組んでいってもらいたい。

・引き続き、相談依頼に１００％応じ
るとともに、適切な助言が行えるよう
努める。
・組織的な対応につながるような働き
掛けに努める。

⑥地域の学校に対して特別支援教育に関する情報提供を行い、
方法・内容・頻度について関係者の方の８０％以上から満足を
得ている。

・専門アドバイ
ザー

・本校の特別支援教育のセンター的機能について、ホームページを
通して発信する。
・特別支援教育に関する情報を「アドバイザー通信」の形でまと
め、定期的に発行する。
・依頼に応じて特別支援教育に関する校内研修を実施する。

Ａ Ａ

・４月に中部地区の高校へ「アドバイザー通信」を発
行し、本校ホームページへも掲載した。
・校内研修の依頼には100％応じることができた。

－

・「アドバイザー通信」を定期的に発
行するよう努める。
・依頼に応じた実施だけでなく、中部
エリアの各学校の教職員等を対象とし
た研修会の実施を検討する。

⑦個別の指導計画の作成方法や内容について保護者の８０％以
上から満足を得ている。

・教育相談係

・各学年主任

・研修係

・アセスメントの実施を通して、アセスメントの結果を個別の指導
計画作成時の参考資料とする。
・アセスメントの実施を通して、一人一人の学習課題などの実態を
把握し、アセスメントの結果を資料として個別の指導計画検討会を
学年毎に年間２回実施して、指導支援のあり方や今後の課題につい
て話し合う。
・ＴＴＡＰの活用に係る研修会を年１回実施する。

Ｂ Ａ Ｂ

・アセスメントの結果は個別の指導に大変役立った。
それを活用して作成した自立活動の目標は2回の検討
会で他のクラスの担任とも情報を共有し、改善するこ
とができた。
・１年生についてはＴＴＡＰが実施できていないた
め、今回の自己評価となった。
・計画に基づきＴＴＡＰの活用に係る研修を実施し
た。

・３年間を見据えたアセスメントツールで、その生徒に応じた進路実現
を適切に働きかけていると感じた。

・職員異動があることも踏まえ、来年
度もＴＴＡＰの活用等、アセスメント
の研修を実施する。
・生徒１人１人の課題を把握する為、
引き続き、個別の指導検討会を実施す
る。
・自閉症の生徒に対する指導支援方法
の研修については、TTAPにとらわれず
内容、対象を充実させる。

⑧「個別の教育支援計画」の内容について保護者の８０％以上
から満足を得ている。

・担任

・各学年主任

・家庭と学校で連携して指導支援ができるよう、個別の教育支援計
画について個別面談で保護者と目標・内容を確認する。
・一人一人の目標や課題についてこまめに修正・確認する。
・個別の教育支援計画のねらいについて教職員間で共通理解を図
る。

Ａ Ａ Ａ

・個別の教育支援計画を個別面談で保護者と目標・内
容を確認することによって、学校と家庭が共通理解の
下、指導支援を行うことができた。

・今後も保護者と共通理解を図り、子どもたちにとっての幸せにつなげ
られるよう、課題の一つ一つに対応しながら、それらを実践してもらい
たい。

・来年度も、学年保護者会や面談等で
保護者への丁寧な説明をし、学校と家
庭が共通理解できるようにする。

⑨教員相互の授業参観に加え、職員の研修会を年１０回以上開
催し、指導力の向上に努めている。

・研修係 ・ＩＣＴ活用についての実践発表の研修を行う。
・グループを編成し、授業実践を互いに見合うとともに、校長参観
授業の機会も利用し、一人１授業以上の実践、２授業以上の授業参
観を行い、直接またはGoogleフォームを活用して意見交換をする。 Ａ Ａ

・ＩＣＴ活用について、情報の共有や編集、生徒への
提示資料の作成等の研修を行った。
・上記を含め、授業参観や授業検討会、実践報告会等
の研修を行った。

・生成ＡＩのＩＱが140超え、動く生成ＡＩ人型ロボットも100㎏を持ち
上げる。いずれホワトカラーやブルーカラーがいらなくなる時代がくる
のではないか。どういう職業が残るのか。一番有効な勉強法とは。変化
に対応できるよう研鑽に努めていく必要がある。

・ＩＣＴ活用の研修を行い、情報技術
の革新に対応できるようにする。
・教員の指導力向上のため、授業実践
を含めた研修を計画的に実施できるよ
うにする。

達成状況の分析 学校関係者評価 次年度の課題

羅 針 盤
関係する
分掌等

Ⅰ　幼児児童生徒の地
域における豊かな生活
の実現に向けて努めて
いますか。

点検・評価

１  保護者、地域、関係機関に学校
の教育活動について、具体的に伝え
ていますか。

２　保護者、地域、関係機関との共
通理解が深まり、有効な支援が行わ
れていますか。

３　障害のある幼児児童生徒の教育
について、助言援助に努めています
か。

４　個に応じたきめ細かな指導を
行っていますか。

５　指導内容の確実な定着を図る授
業が行われていますか。

群馬県立伊勢崎高等特別支援学校 学校評価一覧表（令和７年度版）

方　　　　策

Ⅱ  地域の特別支援に
関するセンター的な役
割を果たしています
か。

Ⅲ  幼児児童生徒一人
一人の実態に応じた適
切な指導をしています
か。



⑩個に応じたコミュニケーション力の向上を目指す取組につい
て、保護者の８０％以上から満足を得ている。

・学習指導係

・国語主任

・各学年主任
　実習係

・各授業において、あいさつ、返事、連絡、報告の励行を教職員間
で共通理解を図る。また、生徒同士の話し合い、質疑応答の場面を
設定し、生徒が自分の意見を発表する機会を設ける。
・国語では、俳句作りを推奨し、生徒が自己表現をしたり、意見を
発表したりする機会を多く作る。
・学年集会や現場実習激励会等、大勢の人の前での発表の機会を設
ける。

Ａ Ａ Ａ

・校訓に基づきあいさつ、報告等の徹底ができた。ま
た各授業においても“対話的な学び”に関する実践が
行えた。
・国語の俳句作りでは、上毛ジュニア俳壇へ応募した
り、かえで祭で掲示したりすることによって生徒の励
みになり、より積極的に自己表現しようとする態度が
みられた。
・激励会を実習前に設け、自分の思いを他者へ伝える
経験を積み重ねた。

・高等特別支援学校として社会への出口で進路決定が大事であることは
大前提だが、高校生らしい趣味や自分の良いところを伸ばす取組にも力
を入れてほしい。その意味でも自立活動の充実は重要となる。生徒と一
緒に考えていってもらいたい。そのようなことが離職率の低下にもつな
がるのではないかと考えている。

・あいさつ、返事、報告、連絡、相談
に加えて、社会人としてふさわしい言
葉遣いについて、職員、生徒問わず日
常的に向上できるような環境づくりを
する。
・来年度も引き続き国語の授業で俳句
作りを行い、生徒が自己表現しようと
する態度を養っていきたい。

６　健康に関する配慮や対応を適切
に行っていますか。

⑪生徒一人一人の基本的生活習慣や健康上の配慮について、保
護者の８０％以上から満足を得ている。

・養護教諭
　保健主事

・担任

・月に１回保健便りを発行する。
・定期健康診断の結果を速やかに各家庭に通知する。
・疾病保有生徒の保護者との情報交換を密に行い、処置方法につい
て共通理解を図る。
・毎日の連絡ノートで保護者と情報交換し、生徒の健康状態の把握
に努める。

Ａ Ａ Ａ

・保健便りを発行し健康に関する情報提供を行った。
・定期健康診断で異常が見つかったが未受診の生徒に
対し、再度通知して受診を促した。
・疾病保有生徒の健康状態について、随時保護者との
情報交換を行った。

・授業を見学させてもらい、先生方が非常に熱心に指導に当たっている
ことが印象に残った。企業では６月から熱中症対策に取り組んでいる
が、学校でも安全第一で取り組んでいってもらいたい。

・健康上の配慮が必要な生徒に対し、
緊急時の対応や救急処置について職員
全体で共通理解を図れるよう研修を実
施する。

７　危機管理体制が確立され、緊急
時への備えができていますか。

⑫緊急時の対応策について保護者の８０％以上から満足を得て
いる。

・防火防災係

・防火防災係
 担任

・地震対応避難訓練、不審者対応避難訓練を年度内に１回ずつ,火災
対応避難訓練を年度内に２回実施する。
・訓練を行う前に対応マニュアルや実施要項を読むことを職員に呼
びかけ、生徒が安全に避難できるようにする。
・避難経路や避難の仕方、避難の際の注意点等について、クイズや
アンケートを準備し各クラスで事前・事後指導を行い、日頃から緊
急時対応について生徒と確認しておく。
・学期初めに非常用食料を持ってきてもらい、学期末には家に持ち
帰り賞味期限、消費期限を確認してもらう。

Ａ Ａ Ａ

・地震対応避難訓練、不審者対応避難訓練を１回ず
つ、火災対応避難訓練を２度実施した（1度目は地震
避難訓練と抱き合わせ）。
・訓練後にアンケートを実施、より安全に生徒全員が
避難できるよう、マニュアルの見直しを行った。
・消火器の場所や校庭の避難集合場所など、分かりや
すい掲示を作成した。
・非常用食料の消費期限の確認を毎学期末に行い、生
徒自身でも確認できるようチェック表を使用した。

・生徒の安全を第一に取り組んでいってほしい。 ・消火栓を用いた消火訓練やさすまた
の講習など、職員への研修をより充実
させる。
・放送が使えない状況や日時を知らせ
ない訓練などの検討をしていく。

⑬交通安全など身を守る指導について、保護者の８０％以上か
ら満足を得ている。

・交通安全係 ・駅指導や通学指導を行い、電車内や駅でのマナーを指導して、公
共の交通機関を利用する上での注意喚起をする。
・学期毎に交通安全教室を行い、自転車の乗り方や歩行場所、道路
の横断の仕方について指導する。
・保護者と協力してマナーアップﾟ運動を実施する。 Ａ Ａ Ａ

・交通安全教室や日々の学習の中で、公共交通機関の
利用時は安全に留意すること、マナーを守ることにつ
いての指導を行った。特に駅の利用の仕方について
は、継続的に指導を行い、身についてきている。
・マナーアップ運動については今年度も多数の保護者
に参加していただけたので、継続して連携を図ってい
きたい。

・正門の横断歩道が消えかけているので、白線を濃くした方がよいので
はないか。

・校外で実施する交通安全教室を１学
期と２学期に行っているが、毎年炎天
下での実施となっているため、生徒の
体調には十分に留意して実施していき
たい。

⑭いじめの未然防止の取組について、保護者の８０％以上から
満足を得ている。

・特別活動係

・生徒指導主事

・生徒会とHR委員を中心に、4月･10月･2月の年3回あいさつ運動を実
施する。
・いじめに関するアンケート調査を実施し、調査結果を教職員間で
共有し全員で対応する。
・いじめ対策委員会を頻繁に開き、生徒情報の共有を行い、いじめ
の未然防止及び早期対応に取り組む。
・いじめ防止に関わる活動について、学校HPや通信等で保護者に情
報発信を行う。

Ａ Ａ Ａ

・生徒会役員に、自分で考えたり選んだいじめ防止標
語を、毎月昼の放送で紹介した。
・人間関係アンケートの結果をいじめ対策委員会にて
報告し、対応策等を話し合った。
・毎月いじめ対策委員会を開き、生徒情報の共有を行
えた。
・保護者に対し、学校HPをはじめ、具体的な情報発信
があまりできなかった。

・子どもの教育活動は、スライドや資料でよく分かった。スマホトラブ
ルも大変だが、保護者と協力しながら、外部講師等の情報モラル教育も
徹底し、子ども同士のトラブルから人間関係がこじれて不登校にならな
いよう、子どもに寄り添って丁寧に指導してもらいたい。

・方策としては今年度と同様の活動を
行っていきたい。そして新たに、いじ
め防止に関する指導例やポイントな
ど、具体的な情報発信を検討したい。

９　キャリア教育の視点から、指導
内容を整理して系統的な指導を行っ
ていますか。

⑮社会生活に必要な力が段階的に身に付いていると感じている
保護者が８０％以上いる。

・学習指導係

・普通科主任

・総合主任

・担任

・キャリア教育全体計画、キャリアパスポートにより、一人一人の
キャリア発達に基づいて授業実践をする。
・普通科では遠足を企画し、クラスでは学校周辺の公共施設や商店
の利用を通じて校外活動の充実を図る。
・総合的な探究の学習テーマ「地域を知る」「職業を知る」「自分
を知る」について、自分との関わりの中で学習を進められるように
する。
・卒業後の生活を想定し、生徒自身が主体的に活動できるような校
外活動等を企画していく。

Ａ Ａ Ａ

・各クラスにおいてキャリアパスポートづくりを通し
て、キャリア教育が行われていた。
・普通科では、学年やクラスごとに、電車やバス等の
公共交通機関や図書館等の公共施設・学校周辺のの商
店の利用する校外活動を複数回実施した。
・「地域を知る」をテーマに、３学年は伊勢崎銘仙の
学習に取り組み、伊勢崎銘仙の魅力を知ることができ
た。

・地域の福祉関係者として、販売活動やイベント、実習の受け入れ等、
地域社会資源として選んでもらえれば協力していきたい。また、生徒の
参加に大変感謝している。イベントや地域活動に協力してもらいありが
たいし、地域の学校としての存在感が素晴らしい。境地区に高等特別支
援学校があることを地域として宣伝していきたい。製品製作や銘仙との
コラボも素晴らしい。

・現行のキャリアパスポートを継続的
に使用することにより、生徒のキャリ
ア発達を促していく。
・３ヶ年に渡る学習計画を立てること
はなかなか難しいが、生徒にとってと
ても良い学習であるので、できれば来
年度入学生から学習計画を立てたいと
考えている。

⑯進路情報の提供や関係機関との連携について、保護者の８
０％以上から満足を得ている

・進路指導主事 ・学年保護者会では、就労や福祉施設利用に向けた手続きや過程を
図示化して、プロジェクターを用いて提示したり、資料をカラーに
したりするなどしてわかりやすく進路情報を伝える工夫をする。
・群馬県心身障害者福祉センターが年に２回発表している「群馬県
障害福祉サービス事業所利用状況」を保護者に配付し、進路選択の
参考にしていただく。
・卒業後の生活に関する保護者向け講演会（保険・年金・福祉）等
を実施する。
・移行支援連絡会議を実施し、卒業後の生活や就労がスムーズに行
くように関係機関と情報交換を行う。

Ａ Ａ Ａ

・各学年の保護者会や１０月の進路ガイダンス①等
で、就労や福祉施設利用に向けた手続きや過程を図示
化してプロジェクターを用いて提示したり、資料をカ
ラーにしたりするなどしてわかりやすく進路情報を伝
えてきた。今後の保護者会や進路ガイダンス②、各地
域の移行支援連絡会議、卒業後の生活に関する保護者
向け講演会等を実施していく。
・学年保護者会（計１０回）では、就労や福祉施設利
用に向けた手続きや過程を図示化してプロジェクター
を用いて提示したり、資料をカラーにしたりするなど
してわかりやすく進路情報を伝える工夫をして、進路
情報を発信した。
・群馬県心身障害者福祉センターが年に２回発表して
いる「群馬県障害福祉サービス事業所利用状況」を全
保護者に配付し、１年保護者会では資料を基に説明を
行い、進路選択の参考にしていただいた。
・卒業後の生活に関する保護者向け講演会（保険・年
金・福祉）を実施した。
・１１月２０日（伊勢崎市メルシー）、１２月２日
（太田市わーくさぽーと）に移行支援連絡会議を実施
し、卒業後の生活や就労がスムーズに行くように関係
機関と情報交換を行うことができた。

・伊勢崎地区の特徴として、就労継続支援Ｂ型事業所が増えていて、一
般就労が狭まってきているのではないか。Ｂ型事業所から一般就労を考
える保護者も増えてきている。令和９年度に伊勢崎特別支援学校に高等
部ができるとのことだが、伊勢崎高等特別支援学校は就労に特化してい
くのが望ましいのではないか。作業や交流等、教育活動の力の入れどこ
ろを今後も継続していってほしい。
・選択支援に変わり、伊勢崎地区は３か所も事業所があるとのことで、
対応が大変なのではないかと思う。
・３年生の進路に関しては、一般就労、福祉就労が決定し、素晴らしい
成果なのではないかと思う。
・２年生の実習状況は一般就労が少なめであると感じた。今後、成長度
合いで一般就労も検討してほしい。

・各学年の保護者会で、その時期に必
要な内容を話していき、数回の進路ガ
イダンス等を実施したい。進路関係の
行事が円滑に進められるよう、外部機
関や関係機関、校内において関係する
部や係、学年、管理職や学科主任など
と連携を密にし、状況を把握しながら
調整し、実践していきたい。

⑰進路指導に対して保護者の８０％以上から満足を得ている。

・進路指導主事

・作業統括主任

・１学年主任

・生徒や保護者の希望と実状に合わせた職業教育、就業体験等を実
施する。
・生徒の実態やニーズを把握し、現場実習先とのマッチングを図
る。
・生徒の実態に応じて、作業種や作業工程を再検討し、作業学習や
校内実習の充実を図る。
・１学年で事業所見学を実施し、就労に向けての職業観を育成す
る。

Ａ Ａ Ａ

・進路先が未定の３学年の生徒は、生徒の実態やニー
ズに応じて、臨時の現場実習や事業所の見学等、調整
して実施していく。
・１学年の事業所見学では、先輩が実際に働いている
ところを見ることで、将来働くということのイメージ
が具体的に感じられた。
・生徒や保護者の希望と実状に合わせた職業教育、校
内実習、現場実習を行い、３年生は希望する進路を実
現することができた。

・学校に登校できない生徒が、２・３年生に在籍しているようだが、卒
業後の進路決定に向けてフォローアップを定期的にしていってほしい。

・その子にあった進路が実現できるよ
う、本人・保護者、外部機関や関係機
関、校内において関係する部や係、学
年、管理職や学科主任などと連携を密
にし、状況を把握しながら調整し、実
践していきたい。

Ⅴ  将来の生き方に結
びつく進路指導を行っ
ていますか。

５　指導内容の確実な定着を図る授
業が行われていますか。

８　年間を通じて、計画的な生活・
安全指導が行われていますか。

10　保護者、関係機関との連携のも
とに発達段階に応じた進路指導を
行っていますか。

Ⅳ  健康や安全の確保
に努めていますか。

Ⅲ  幼児児童生徒一人
一人の実態に応じた適
切な指導をしています
か。


